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１．はじめに 
 プロセス産業を巡る企業環境の変化は様々

な意思決定に大きな困難をもたらしている。

日常業務の中で、調達や製造販売などの現場

で個々の決定が企業の利益にどの様に貢献す

るかを常に考えて実行することが求められる。

会計部門の利益管理業務と矛盾無く並行作業

する、あるいは共同作業としての利益計画シ

ミュレーション機能があれば環境変化のスピ

ードに即応できる体制が構築できる。この機

能の中核には数理計画法モデルが適用できる。

線形計画法の数式モデルは利益計算の様式に

非常によく適合しており、作業プロセスの改

善にも大きく貢献するものと考える。 
 
２．プロセス産業の計画業務 
 石油や化学業界では資源を輸入し大規模工

場で製品を製造し物流を通じて販売している。

全社的な管理階層構造の中で夫々の部署で多

種の計画業務が頻繁に行われているのが現状

である（図１）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個々の計画作業は年度予算作成時などの大き

な作業としては連携が取られている。月次計

画や、環境変化に対処する場合、計画再作成

は現業担当部門での対応となる。時間的な制

約もあり会計部門との共同作業を行なうこと

は現実的に不可能である。 
 

３．利益計画シミュレーション機能 
 線形計画法モデルを中核としたシミュレー

ション機能のイメージを示す。（図２） 
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この姿は、変動する資源配分のシミュレーシ

ョンを線形計画法で計算し、その結果に依存

する他の資源の配分を計算し、さらに固定的

な部分を加算し利益計算する流れである。 
線形計画法モデルは物の流れと貨幣価値表

現を同時に行なえ、さらに、目的関数の形で

利益計算の変動要素を最適な形にすることが

出来る。現実の非常に多くの変動要素のトレ

ードオフに対し正確にバランスを取るのは手

計算では不可能であり線形計画法の価値が充

分に発揮される。 図１ 階層的な計画業務 

図２ 利益計画ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ機能のｲﾒｰｼﾞ 



３．作業プロセスと作業スケジュール 
実務では多様な計画やスケジューリングが

頻繁に行なわれている。本来は作業に際し、相

互依存関係が強い関連部署からシナリオを持

よって共同作業を行う必要がある。 
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図３に示す作業プロセスは共通計画機能があ

る場合のシミュレーションの流れを示してい

る。現状では会計部門も含んだ共通計画モデ

ルは見受けられない。その結果、作業プロセ

スは逐次的になり多様なシナリオでのケース

スタディは殆ど行なうことは出来ない。利益

計画シミュレーション機能はこの現状を改革

する強力な仕組みとなり得る。一方、関連す

る計画業務の作業スケジュールの調整は利用

するデータの整合性維持に大きく影響するの

で慎重に管理する必要がある。 
 
４．実務上の課題 
・会計部門との協調 
財務会計が中心の会計部門では手順や方法

が規定されており通常自由度が少ない。また、

データは貨幣表現でかつ要約されており現業

部門で取り扱う表現とは隔たりがある。管理

会計の観点からは同じ計数管理であるがいま

だ未成熟である。感覚的な問題を含めて会計

部門との協調を図る努力が必要である。 
・データ管理 
図３に示すように実務で試行錯誤を行う為

には関連部署間でのデータの整合性の調整が

問題である。利益に対する影響度を考慮し各

部署でシナリオの詳細度と多様性を管理する

ことが必要になる。新しい仕組みを導入する

場合は常にそうであるが、時間をかけ試行錯

誤の経験を積んで解決していく。 
・コンピューターシステム機能 
企業全体の利益計画には多種多様なデータが

必要で、既存情報管理システムとの連携が欠

かせない。また計画の前提データはその場で

作成する場合も多く自由にデータの収集・編

集・解析を一元的に行なえるコンピューター

システム環境が望まれる。 
 線形計画法のモデリングは従来専門的な分

野であったが非常に簡明に取り扱うことが出

来る仕組みが出来てきている。(参考文献[1]) 
 
５．今後へ 

技術の発展で大型線形モデルを瞬時に解い

たり、大量のデータをパソコンで操作するこ

とは可能になった。利益計画シミュレーショ

ンの導入には、必要な枠組みを設定しその中

での共同作業の仕組みが必要である。会計部

門と協調して利益管理の質の向上させていく。

また、線形計画法の利用環境の自由度を向上

させる仕組みも発展させたい。 
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図３ 利益計画ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝの作業ﾌﾟﾛｾｽ 


